
核燃・だまっちゃおられん津軽の会
第16回総会・第38回市⺠講座

講師 ⼭⽥清彦⽒（核燃サイクル阻⽌1万⼈訴訟原告団事務局⻑）

六ヶ所村の核燃料再処理工場は1993年の着工以来、計26回の完成延期を繰り返しており、
現在でも原子力規制委員会から繰り返し事業の改善が求められています。県はこうした現状
を県民に知らせようとせず、知事は県民との対話を拒んでいます。再処理工場にはアクティ
ブ試験を行った結果、高レベルの放射性廃液が貯蔵されており、廃船となった原子力船「む
つ」も含めて、国内外から運び込まれた核のゴミもたまり続けています。北方諸外国の軍事

的脅威にさらされる青森県に原子力施設の存在は危険すぎます。原子力施設そして残された
核のゴミについてどうすべきか皆さんと考えてみます。

主催 核燃・だまっちゃおられん津軽の会
お問い合わせ 核燃・黙っちゃおられん津軽の会事務局

永瀬範明 (0172-39-3535/ e-mail: snaga@hirosaki-u.ac.jp)

弘前⽂化センター第３会議室
（弘前市下⽩銀町 19-4/ TEL 0172-33-6571）
参加費無料

（会員のみなさまには会費の納⼊をお願いします。）

プログラム
13:30   開場
14:00   開会
14:10   基調講演
15:50   総会
16:30   終了予定

プロフィール
1957年⻘森県三沢市⽣まれ。元三沢市議会議員。⻑年にわたり地域の核
燃料サイクル反対運動に取り組む。著書に『下北「核」半島危険な賭
け』（2003年）、『再処理⼯場と放射能被ばく』（2008年）などがある。

朝⽇新聞社撮影

2023.7.8  Sat. 14:00−16:30

基調講演

止めよう再処理！核のゴミどうする？

※HPはこちら→


